
学習院女子短期大学紀要　XXVII　1989．12．25

　　　　　　　色彩調和の基本

（服飾の色彩調和のための配色法考察一1）

河　野　瑠　子

　現代社会において，私達は多数の色に囲まれ生活している。日常，使用し

たり，目に入るすべての物（道具）に色がついている。何か物を手に入れよ

うとする場合，物の持つ機能性の検討，考慮と共に，デザインと色（色もデ

ザイソを構成する一要素であるのだが，一般的に色を重視する傾向が明らか

なので，ここでは色を独立した要素としてとらえた。）が，重要な選択要因

となっている。生活の場に存在する自動車，家庭用電気器具，衣服，家具，

食器，文房具のような物迄が，購入時には，選択され，それぞれを生活の中

に調和させる作業が，意識するしないにかかわらず行われている。さまざま

な色をもつ物を調和させる仕事は，大変なエネルギーをつかう。ここでは，

特に色彩調和を行う対象を衣服に限り調和を得る方法を考察する。

　服飾において色彩調和を求める事は，個人差があるとはいえ，日常生活の

中で興味ある事といえる。年代をとわず女性ならばどの服を着ようかと，迷

った経験が一度ならずあるにちがいない。どの服を着ようかと迷う場合に考

えられるのは，その日の天候，季節によるものと，どの型（デザイソ）の衣

服を，どんな色の組合せで着ようかという事によるものである。この色の組

合せが，満足を与えてくれるならば，調和が得られたといえる。衣服を購入

する場合においても，先に述べた事が起きる。衣料品売り場，特に婦人服売

り場において，しばしぼ，迷いが起きる。さまさまなデザイソと色が揃えて

あるが，この中より各自のイメージに合う型と色の衣服を選択し，購入する

のは，楽しみも多分にあるが相当困難な仕事である。時間をかけ吟味した上
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で購入した衣服が，これ迄持っていた衣服としっくりこない，合わない事が

起きてくる。合わないのは，色である事が大部分の原因である。これを色彩

の不調和という。色彩の不調和を表現するその他の一般的な言い表わしに

「やぼったく見える」「チグバグだ」などがある。

　色彩調和は，色に対する感覚も大切ではあるが，感覚に頼るだけでは，真

の調和を得る事は不可能である。正しく色彩の基本性質を知り，多くの調和

配色パターンを理解し応用する事でより良い色彩調和が得られる。ここでは

色彩の調和はどのようにして得るか，調和の基本の配色は何か，調和状態を

判断する表現などについて考察をする。

　考察の方法

　1．色彩調和の基本　皿．色彩調和の応用　とし，1．色彩調和の基本に

おいては，服飾のためのみに限らず，全般的な色彩調和に通用する調和を考

察する。本文は1．色彩調和の基本を中心におき，皿．色彩調和の応用は代

表的な数種の配色と服飾への応用と考察を行うものである。1．基本編（以

下この様に略する）においては，多色配色は行わずに単色同士の配色での，

各色の調和の特徴をとらえる。多色を使用する配色は複雑になり基本配色が

とらえにくくなる欠点が見られる。1．基本編では，色の三属性を基準とし

た配色調和考察を行う。考察において実際の色サソプルを表示，調和状態を

比べる。色サソプルはカラーで表示出来ないので，表示記号と一一mu色名（該

当する色は慣用色名）を用いてある。1．基本編を述べるに先立ち，〈色彩

の三属性〉〈色彩の表示方法〉を短かく解説する。

　〈色彩の三属性〉

　色は，無彩色（achromatic　color），有彩色（chromatic　color）の二種類

に大別できる。無彩色は黒と，黒をうすめた一連の灰色，及び白をさす。有

彩色は，赤，黄赤，黄，黄緑，緑，青緑，青，青紫，紫，赤紫など，色味

（いうどり）のある色をさす。有彩色を，赤，緑，青，紫と色味の系統に分
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類した色味の系統を「色相（hue）」という。色は，明るいか暗いかによって

も分けられる。明るさの度合いを「明度（value）」という。明度の違いは，

反射率が異なる事により表われる。同じ色にも，澄んだ色（冴えた色，鮮

かな色，色味の濃い色）と濁った色（にぶい色，くすんだ色，色味のうすい

色）の区別がなされる。この色味の度合が「彩度（chroma）」である。「色

相」「明度」「彩度」が色の三つの性質〈色の三属性〉である。

　〈色彩の表示方法〉

　色を表現するためには，古くから山吹色とか小豆色など比喩的な言葉が多

く用いられてきた。欧米などでも同じでマルーソ，ローズピンクなど植物や

花の名前が色を表現するために用いられる三千種以上ある色をすべて比喩で

表現するのは不可能である。赤だけを見てもローズ，ボルドー，カーマイソ，

スカーレット，チョコレート色，ヴァーミリオソ等，数が多く，これらの対

応する色彩のとらえ方は，漠然としたもので個人差がある。比喩的色の表現

法は科学的正確さに欠けている。色名の他に，記号による色の表示方法がと

られている。世界各国でこれ迄，いくつかの方法が考案され，実用化されて

来た。代表的な方法としては，オストワルド表色系，マンセル表色系がある。

今回の考察も色サソプルの表示を記号化している。我が国では，「改良マン

セル表色系」に基づいた，日本工業規格（JIS）Z部門「三属性による色の表

示方法」JIS－Z8721により表示される。色サソプル表示もこの方法による。

（以下，JIS－　Z　8721とする）。

　JIS－Z8721は，三属性により，色を系統ごとに分け，文字，数字に置き

換え，表示する。色名による表示より，正確且つ細分化した色を表示できる。

　方法は，有彩色を色相（H），明度（V），彩度（C），無彩色を明度（V）

で表す。色相のHはhue，明度のVはvalue，彩度のCはchroma，各英

語の頭文字を略記号として使う。色相，明度，彩度を1つの立体として位置

づけ，その相関関係を表示することができる。色立体である。（図1．三属

性に基づく色立体略図参照）。
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　ここでは，垂直軸に明度

（V）をとり，明度の高い白を

上，低い黒を下におく。軸を

中心とする水平面の円を色相

環として，等しい明度の色の

中最も高い彩度のものが外側

におかれる。図においては各

色相を結ぶ点の描く円が正円

であるが，実際には，色相に

より，最高彩度が異なるため，

凹凸のある円周となる。彩度

は色相環より明度の垂直軸に

白

　　　　　　黒

図1三属性に基づく色立体略図

向かう水平面上に表され，垂直軸に近い程低い彩度である。

　三属性の表示は，色相明度／彩度（HV／C）である。

　色相はアルファペットの頭文字により表示する。「物体色の色名」（JIS－Z

8102）による。色名表示の10色相は次のものである。

　・赤一R（red）・黄赤一）1旦（Xellowish　1ed）・黄一ヱ（￥ellow）・黄緑一

ΩX（greeni・hΣ・11・w）・緑一9（green）・青緑一逃Φ1・i・h　g・e・n）・青

一B（blue）・青紫一ヱ旦（2urplish　blue）・紫一9（purple）・赤紫一丞£

（reddish　purple）o

　色相環は，10色相，RからRPに等分され各色相を更に，小数点以下1

桁のo又は5の数字により表示される。（JIS－Z8721）等分された数字によ

り，その色相が，どの様な色味のものであるかを知ることができる。例とし

ては，色相名Rにおいて2．5RはよりRPに近い紫味を含むRであり，5R

は純色のR，10Rは，殆んどYRと区別が出来ない程黄味を含んだRと判別

することが出来る。（図2．JIS－Z8721色相環の分割）。

　色立体の，無彩色軸を含む縦断面の半分を等色相面上に明度（V），彩度

（C）を配列し表示する。（図3．JIS－Z8721等色相面上の明度，彩度配列）
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　　　2’59・号塁PB，PB，、，B・・B…B

　　図2　JIS－Z　8721色相環の分割
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ュートラル（neutral）で，
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図3　JIS－Z　8721等色相面上の明度彩度配列
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で灰色を配し，その度合を11の

段階に表示する。色相と同様，

小数点以下一桁の0又は5の数

字により細分割できる。Vが0

の黒，Vが10の白は，実際に

は，色料で存在しないので，V

の1を黒，V9，5を白としてあ

る。彩度（C）は，無彩色の彩

度を0として，色味が等間隔で

増すように彩度段階が作られて

おり，彩度の低いものから，Cl

C2，　C3……C14と表示する。

彩度のうち最高彩度は色相によ

り異なるため，等色相面上にお

いても色により形が異なる。最

高彩度はC14となっている。

　一般色名，及び慣用色名は

「物体色の色名」（JIS－　Z　8102）

で制定され，慣用色名は168種

類ある。一般色名は，図2の10

色相名を11種類の修飾語によ

り形容することで，表わす。無

彩色，有彩色の修飾語と明度，

彩度の比較を示す。なお明度，

彩度（以下，表，図においては

V，Cと表記する）は，色相に

より異なるため，高（高明度，

高彩度）中（中明度，中彩度）

表1－1無彩色

H 一　般　色　名 V

白 9．5

明るい灰色 7無
　
　
彩
　
　
色

灰　色 5

暗い灰色 3

黒 1

表1－2有彩色

H 一　般　色　名 V／C

ごくうすい 高／低

明るい一 高／低

灰 中／低

暗い灰 低／低

ごく暗い一 低／低

有
　
　
　
　
彩
　
　
　
　
色

うす 高／中

にぶ一 中／中

暗い 低／中

あざやかな一 中／高

一
中／高

ふかい一 低／高

さえた一 低／高
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低（低明度，低彩度）の平均的な値をとり，表示してある。表中の一には，

各色相名を入れる。（表1－1，表1－2）

　考察における，色サソプルは，JIS－Z8721による記号表示と共に表示出

来る限りにおいて，JIS－Z8102による一般色名，該当する色は，慣用色名が

付記される。

　色は，この他，人間にある感情を与えることがある。これを感情効果及び，

　　　　　　　　　表2－1　色相別感情効果，色彩感情

H 感　情　効　果 色　彩　感　情

RP　赤紫

R　　赤

YR黄赤，

Y　　黄

GY　黄緑
o　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　學　　一　　一　　一　〇　　鼎　帰　一

G　　緑

情熱、暖かい

{り、歓喜、活発

ｾ朗、陽気、元気

�?A拡大、軽い

ﾀらぎ、軟かい

痰｢、みずみずしい

_秘、不安

ﾁしい、憂欝

竄ｽい、淋しい、悲しい

_秘、気高い、孤独

P　　紫

BG青緑
一　　一　　一　　一　　薗　　一　　一　　崩　　一　　一　　一　一　　噺　駒　　一　　一 一　一一　一　一　刷噂一　一　「一　一　一　一　　一　一　一

B　　青

PB　青紫

表2－2　明度別感情効果

三三！叢三蕪樺：：＃一一一

　　　　　　　　　　　　　　゜中一需一

一一・一一・･一耀一…・甑一一
　　　　　　　　　　　　　　1－…一一鷲…トー一
’鞘?�D警一．一一21＿馨一一一農…“

一一 P…1…十一十…↓一…
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表2－3彩度別感情効果

色彩感情の表現を用い，色が人間に与える。心理的な影響面として研究され

ている。色彩調和を考察する上で，見落す事の出来ない要因となるため，三

属性を基準とした，代表的な感情効果をまとめて示した。個人により，受け

取り方に差があるため，大きな範囲で表示してある。（表2－1，表2－2，表

2－3）

　L色彩調和の基本

　色の三属性を基準として，考察をすすめる。明度と彩度をもとに，aより

eのグループに分ける。明度，

てとらえる。（図4．a～eグル
　　　　　　　　　　　　　　V
一プの等色相面上の位置）

は1；：鰍鷺調

度，彩度）…示してある。　　246C8理4
　基本配色調和の考察では，a　　　図4　a～eグループの等色相面上位置

　　　　　　　　　　　　　　　一一156一



表3　a～eグループの明度彩度

a b C

　　　　　　d

пf　　　　d　　　　　d’ e

V 高 中 低 やや高 中 やや低 中

C 低 低 低 中 高

1・［窪　12b゚ L雪L当L雪゜
1　　　　　2　　　　3 4

5

6

7

8

9

　　　　　　　　　　　10

図5　a～eグループの組み合せ

～eグループの組合せを15

種類とした。（図5，a～eグ

ループの組合せ）。このグル

ープより1～10の組合せを使

い　L同一色相配色　2．類

似色相配色　3．　離れた色相

配色　4．　反対色相配色を行

う。11～15の同グルーフ゜配

色は色相に関わらずまとめてある。（表5－5）

　2．3．4．の配色においては，色によって，明度，彩度が異なるために，

同一とはなっていない。（表4三属性を基準とする配色表）。この配色表に従

い，調和状態をまとめる。（表5－1～表5－4），使用した色相の明度，彩度は

図示する。（図6－1〔5R〕，図6－2〔5　YR〕，図6－3〔5　PB〕，図6－4〔5　BG〕）

　調和考察のまとめ

　同一色相配色は，同系色配色ともいわれ，ツートーソカラーを代表的な配

色例とする。同色相のため，激しい対立を生み出しはしないが静かで穏やか

な調和を特徴とする。意識した組合せにより，自然界とは異なる雰囲気を生

み出してもいる。同じ色味（色相）をベースとするために，破調をつくるこ

とは不可能である。配色を行う上で留意すべき点としては次の事が挙げられ

る。明度が近接しすぎると互いの色の識別が困難となり，配色を行う意義が

なくなる。彩度においても同様である。より良好な調和状態をもたらす配色
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表4三属性を基準とする配色表

蛍
組合せ
　　No，

配色棊準

1

ワ
一

3

4

5

6

7

8

9

10

　　　　　　H．VC

グループ名

a

b

C

d

a

a

a

b

b

C

b

C

d

e

C

d

e

d

e

e

色相環上の位留：

1可・色相

5R

9／2

5／2

3／2

5／6

9／2

9／2

9／2

5／2

5／2

3／2

5／2

3／2

5／6

5／12

3／2

5／6

5／12

5／6

5／12

5／12

5R

類似色相

5R

9／2

5／2

3／2

5／6

9／2

9／2

9／2

5／2

5／2

3／2

5YR

5／2

3／2

5／6

6／12

3／2

5／6

6／12

5／6

8／12

6／12

　　5YB

5R

離れた色相

5R

9／2

5／2

3／2

5／6

9／2

9／2

9／2

5／2

5／2

3／2

5PB

6／2

3／4

5／6

5／10

3／4

5／6

5／10

5／6

5／10

5／10

5

5PB

反対色相

5R

9／2

5／2

3／2

5／6

9／2

9／2

9／2

5／2

5／2

3／2

5BG

6／2

3／2

5／6

5／10

3／2

5／6

5／10

5／6

5／10

5／10

5R．

5BG



表5－1　1同一色相配色調和考察

組合せ 表示記号
Vノ℃の関係 印　　　象 調　　　和

Nα 5R 5R

明度差4、同彩度。 静か、やさしい、
1 9／2 5／2 高／低・中／低 平均するとやや高明度。淡 おとなしい

い、やわらか、静かである

明度差2、彩度差0。 遠見の色味の識別困難
2 5／2 3／2 中／低・低／低 明度低、彩度低。 不調和

暗く、地味、にぶい

明度差2、彩度差4。 地味
3 3／2 5／6 低／低・中／中 中彩度により、渋い、 落ち着き、安定

落ち着き、地味

明度差0、彩度差6。 彩度対比による強さ、

4 5／6 5／12 中／中・中／高 鮮やかなR、濁色のRの彩 統一性
度対比による、統一ある強さ

明度差6、同彩度。 地味、

5 9／2 3／2 高／低・低／低 Nα1より明度対比がある 穏やか
低彩度により、暗く、地味

明度差4、彩度差4。 明るく、あたたかな、
6 9／2 5／6 高／低・中／中 高明度で平均のとれた 落ち着きのある

明かるく、あたたかさがある

明度差4、彩度差10。対比が 色相Rにより
7 9／2 5／12 高／低・中／高 あり、明るく、はなやいだ 暖感のある、

暖感 明快さ

同明度、彩度差4。 統一性、

8 5／2 5／6 中／低・中／中 中明度のため、淡い、落ち 渋い、安定した

茄いた感じ

同明度、彩度差10。 重量感、

9 5／2 5／12 中／低・中／高 中明度により彩度差がある 強さのある

強い

明度差2、彩度差10。 強さ、鮮か誉対比

10 3／2 5／12 低／低・中／高 暗色、鮮かな色の対比、

強さ、鮮かさがある

10

　8

　6・！
l

　O　　　　2　　　4　　　6　　　　8　　　10　　　12　　14

　●－C－一一一一一一一一レ

一般色名

（慣用色名）

5R　9／2

5R　5／2

5R　3／2

5R　5／6

5R　5／12

●5R
図6－1（5R）

ごくうすい赤

灰赤

暗い灰赤

にぶ赤

あざやかな赤

一159一



表5－2　2類似色相配色調和考察

組合せ
mα

表示記号
5R 5YR V／Cの関係 印　　　象 調　　　査

1 9／2 5／2 高／低・中／低
明度差4、同彩度、暖色系
F相、高明度、淡い
竄墲轤ｩ、静か

やわらかな
遠�i

ﾃかな

2 5／2 3／2 中／低・低／低
明度差2、同彩度、低明度
瘢ﾊ度、にぶく、暗い
dい、地味、渋さがある

遠見においては色相識

ﾊ因難
竄笊s調和

3 3／2 5／6 低／低・中／中
NQ　2に比べ明度差2、彩度

ｷが4になり、色相の変化
地味、渋い

ｸやか
ｽ凡

4 5／6 6／12 中／中・中／高
明度差1、彩度差6、類似
ｾ度により、彩度対比はあ
驍ｪ落ち蒲きがあり自然

色相により暖色系

獅ｿ着いた、やや
ｭさのある

5 9／2 3／2 高／低・低／低
明度差6、彩度差0、明度
ﾎ比があり明快
qの赤味強調

変化のある

ﾀ定感
�福ｳれている

6 9／2 5／6 高／低・中／中

明度差、彩度差の4、その差は

?�x、類似色相に於ては明る

ｭ、やさしいがやぼったい

明るい

竄ｳしい
�福ｳに欠ける

7 9／2 6／12 高／低・中／高
明度差3、彩度差10、彩度

ﾎ比が効果的、RにYを感
ｶさせる、明快

明快

ﾍっきりした
ﾎ比がある

8 5／2 5／6 中／低・中／中
明度差0、彩度差4、色相
ｷの変化がある
aい、上品さ、自然

渋く、上品

ｩ然さがある

9 5／2 6／12 申／低・中／高
明度差1、彩度差10、彩度
ﾎ比は中明度でやわぢげら

黶Aはげしくはない

・やや強い、抑制された

ﾍっきりとした
ﾎ比がある

10 3／2 6／12 低／低・中／高
明度差3、彩度差10、両者
ﾌ差のバランスがあり、Rの
F味が増す、深みのある自然

明瞭さ、安定性、

ｩ然な均衡

V

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　160一

灰黄赤

暗い灰黄赤（焦茶）

にぶ黄赤

賛赤



表5－33離れた色相配色調和考察

表示記号
V／Cの関係 印　　　象 調　　　和組合せ

mα 5R 5PB

1 9／2 6／2 高／低・中／低

明度差3、同彩度、高明度
ﾅある。淡く、PBのB味に
謔關ｴ涼感、やわらかい

穏やか

Wい
?f

2 5／2 3／4 中／低・低／低

明度差、彩度差一2
aさのある落ち着き、

F相差の変化と統一性

色相差をRP、　Pが結び

ﾂけ統一、渋く、落ち

?｢た

3 3／2 5／6 低／低・中／中

明度差2、彩度差4、しか
ｵRの低明度、低彩度暗く、
n味、あいまいさ

地味

ﾉぶい
竄笊s調和

4 5／6 5／10 中／中・中／高

彩度差4、同明度、中程度
ﾌ彩度差で透明さを欠き、

?｢まいさをNα3同様持つ

不透明

?｢まい
竄笊s調和

5 9／2 3／4 高／低・低／低

明度差6、彩度差2、明度
ﾎ比があり、色相より暖感

ｾ快性

明度対比

ｾ快なシンプルさ

6 9／2 5／6 高／低・中／中

明度差、彩度差4
mα5よりやわらか味のある

ｸやかさ

やわらかく

ｸかな

7 9／2 5／10 高／低・中／高

明度差4、彩度差8
qが低彩度により、澄んだ
ｾるい対比

澄んだ

ｾるい
ﾎ比のある

8 5／2 5／6 中／低・中／中

同明度、彩度差4、2色共
?ｾ度、Rの低彩度で沈ん

ｾ、にぶい

にぶさがあり

?｢まい
竄笊s調和

9 5／2 5／10 中／低・中／高

同明度、彩度差8、Rの低
ﾊ度、PBのBの寒感により
aく落ち着いている

彩度対比の強さが濁色

ﾉより抑えられ、渋く

獅ｿ着いている

10 3／2 5／10 低／低・中／高

明度差2、彩度差8、Rが対比

ﾉより無彩色に見える為明
x差を強くしている、重い

強いが重苦しく

s調和

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般色名

　O2468101214　●一一一一一一一一一C－一一一一一一一一一→レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ー161一

5PB　6／2

5PB　3／4

5PB　5／6

5PB　5／10

△5PB
●5R
図6－3（5PB）

明るい灰青紫

暗い青紫（紺青〉

にぶ青紫

あざやかな青紫



表5－4　4反対色相配色調和考察

組合せ
mα

表示記号

5R 5BG V／Cの関係 印　　　象 調　　　和

・1 9／2 6／2 高／低・中／低
明度差4、彩度差0。低彩
xであるため、色相の対立が

竄墲轤ｰられ、穏やかである

明るい、おだやか、

竄墲轤ｩ、

瘁Xしい

2 5／2 3／2 中／低・低／低
明度差2、彩度差0。
ﾃく、沈んだ

明暗差不足

東ｩで色相識別不可
s調和

3 3／2 5／6 低／低・中／中
明度差2、彩度差4。
qの低明度、低彩度で色相差の派

閧�}え、落ち着いた渋さ、強さ

渋さ、重量感

獅ｿ着いた

4 5／6 5／10 中／中・中／高
明度差0、彩度差4。
ﾊ度差が中程度、あいまい
ﾈ色相の対立、不安定

彩度差不足

?｢まい
ﾊ度差中、不調和

5 9／2 3／2 高／低・低／低
明度差6、彩度差0。
mα1と同様、色相対立は小、

ｾ暗のコントラストの強さ

明快

Rントラストのある

6 9／2 5／6 高／低・中／中
明度差4、彩度差4。高明
xにより、明るくやわらか
ﾈ色相対立、透明感

明るい

ﾃか、透明

7 9／2 5／10 高／低・中／高
明度差4、彩度差8。Rの低
ﾊ度により、対比がぼやけ
驕Bやぼったい、中途半端

コントラスト不明瞭

竄ﾚったい
ﾊ度差大、不調和

8 5／2 5／6 中／低・中／中
明度差0、彩度差4。色相差
ﾌ対立はあるが、中明度に
謔閨A渋く、落ち着きがある

渋さ

獅ｿ着き
ﾀ定した

9 5／2 5／10 中／低・中／高

明度差2、彩度差8。Rの低明度、

瘢ﾊ度により、色相の対立はない。

ﾃく、重苦しい、強い

地味

s安定
ﾊ度差大、不調和

10 3／2 5／10 低／低・中／高

明度差0、彩度差8。Rの低彩度に

諠鰍mα8より地味であるが、同面

ﾏではBGが浮き上る、不安定

暗く

d苦しい
ﾊ度差大、不調和

i
l

　O2468101214　0－一一一一一一一一一C－一一一一

一般色名　　5BG　6／2

（慣用色名）5BG　3／2

　　　　　5BG　5／6

　　　　　5BG　5／10

☆5BG
●5R
図6－4（5BG）

明るい灰青緑

暗い灰青緑

にぶ青緑

さえた青緑
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表5－5　同じグループ同士の配色調和考察

グループ
明　度

ﾊ　度
配色調和状態

a 高明度
瘢ﾊ度

軽快な明るい印象。強さはないが、調和を得る事は容易。

F相差がないと不調和。

b 中明度
瘢ﾊ度

落ち着いた、品の良い、渋い印象。

z色としては単調、調和は得やすい。

C 低明度
瘢ﾊ度

暗く重苦しい印象。配色調和のコントラストが少なく識別困難。

s調和。

d 中明度
?ﾊ度

落ち着いてはいるが、色相が離れるとコントラストがある、調和
�ｾられる。近似色相同士不調和。

e 中明度

mﾊ度
派手な明るい印象。強くなり、どぎつさ、ケバケバしさを持つ配
F。反対色相配色では対立する調和。

は，中明度，中彩度より上の明色を中心とすると対立のない穏かな色調にな

る。高彩度と低彩度，低明度の配色は，コソトラストができ，印象が強くな

る。類似色相配色は，色相環上の位置で隣接する色相の組み合せによる似た

老同士の配色である。同一色相配色よりは，自然で作為的な印象が少ない。

2色の配色においては，中明度，中彩度の配色にわずかな色相の違いが出る

おとなしい印象となる。RとYRの共通な色味のRが残されてまとまるので

ある。低明度，低彩度同士の配色，逆の高明度，高彩度の配色も，識別が困

難になる。配色調和，印象においても，同一色相配色と非常に共通したもの

がある。離れた色相配色は，反対色相に見られる強烈な対比効果はないが，

中明度，高彩度の色同士であると，対立の効果を生み出す。しかし，サソプ

ル配色に見られるごとく，RとPBの間にある，　RP，　Pが結びつける鎖の

役割を果たし，その対立関係を中和し，安定した調和をもたらす。ここでは

大きく暖色系，寒色系という事もできる。平凡で穏やかな配色効果より，大

胆な，激しさのある配色効果を得る方法として，有効な配色である。反対色

相配色，互いの色が色相環上180°の位置にある。対立する色の組み合せで

ある。明度差の対比や彩度差の対比よりはるかに強い対比効果を生み出す。

反対色を2色混合すると，無彩色のグレーとなり，中性色となる，他の組合

せでは，決して起こらない現象であり，これを補色という。色相環上対立す

る位置にありながら，補い合う事により灰色が2色の間に存在する。この事
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が，強い激しい印象を与えながら，2色だけで単純だが完全なパラソスを保

った配色調和をつくり出すのである。同じ明度，同じ彩度を持つ配色調和に

おいて基本的な印象も，コソトラストの強さを，類似色相配色，離れた色相

配色，反対色配色と，同じように強くして行く。同じ条件で色を組み合せる

のであるから類似色相配色においては，色相差がないので色の識別が困難と

なり，良い調和をつくり出す事が出来ない。他の配色においても，低明度，

低彩度の色同士の組み合せでは，色の識別が困難となるので不調和である。

色相を基準とした配色の原則は，色相の近似した色彩の配色は，おだやかな

感じを出すが，近似しすぎると不調和となる色の識別困難をもたらす。近似

した色彩を用い対比を明らかにするには，明度又は彩度の差のある色を配色

すると調和が得られる。色相にはその感情効果で暖色系，寒色系の二系統が

あるが，暖色系は距離的に近く，寒色系は遠く感じる。これを利用して対比

効果をつくり出すことも出来る。組み合わせる色の色相差を増す程，コント

ラストは強くなるが，どぎつい感じの調和となる。明度又は彩度を変える事

により落ち着きのあるコソトラストが得られ良い調和を作り出す。明度につ

いては，高明度同士の配色は，軽快で明るい調和となる。中明度同士の配色

は，品の良い渋さのある調和，低明度同士の配色では重く暗い調和となる。

しかし低明度すぎると色の識別を困難とするため不調和となる。明度の差を

利用するとコソトラストの効果が得られる。この場合，彩度が高ければ，派

手に，低ければ，地味に見える。色相差が大きいと，けぼけぽしい印象も与

えるので注意したい。彩度を考えると，互いに低彩度同士の配色も遠くはな

すとぼけて了う。不調和であるが，明度，色相を変えて調和を求める。しか

し地味な落ち着きのある色彩調和となる。高彩度同士の配色は，はなやかな

明るい印象を与えるが，色相差と明度差が大きいと強くどぎつい感じを与え，

不調和となる。互いに彩度の異なる配色は，明度，色相が近似する時，相手

の色彩を鮮やかにし合う度合が強くなる。強さをやわらげるために，明度，

色相に差をつけると良い。基本的な配色の原則を三属性をもととしてまとめ

てある。
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　皿．色彩調和の応用

　1の基本で得た配色調和の原則を，II，応用では，多色配色の組み合わせ

において適用し，その調和状態に基づいて，服飾のための色彩調和を得る考

察を行う。色彩調和考察は，配色の組み合せが，多岐，広汎であるため，本

編においては，1．　同一色相の多色配色，2．　色相差を使った多色配色とし，

配色印象，調和状態，まとめとして服飾への応用を考察する（表6－1，6－2，

6－3）。応用においては，不調和をもたらす配色をさけ，調和するもののみに

限った。（なお表6－1に使用した色の一般色名は表7を参照のこ）

　皿，色彩調和の応用におけるより多数の調和配色例と深い考察は続編にお

いて行いたい。1，2の配色における色の選択に関しては，次の通りである。

1．同一色相多色配色におい

ては，明度差を利用し配色す

る。いわゆるグラデーショソ

と一般にいわれるものである。

（図7－1）2．色相差を使っ

た多色配色は，①反対色相，

aを2：1，bを3：1②反対

色相ではaを3：2，bを4：2

の色数で選択する。③色相環

上で三角形を作る配色，aを

等間隔三色相，bを等間隔三

色相＋1色相において配色

を行う。2の①一a，①一b

（図7－2）2の②一a，②一b

（図7－3）2の③一a，③一b

（図7－4）にそれぞれの色相環

上における選択例が示されて

いる。実際の配色に用いられ

10

↑
・

V

　　2468101214●一一一一　　　C　　　・一一一一一一一レ

　　図7－1　明度差を作った配色

1
1

9
臼
3

a
し

図7－2　①反対色相
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a．3

b．4

①7．5R

④7．5P

図7－3　②反対色相

②7．5GY

③7．5B

図8－1表6－1一①②③④色相環上位置

a．等間隔

　3色相
　a．b．c

b．3色相＋1

　a．b．c十ad

　　　　　　　C

▲
T
l
l
l
I
l
l
V
ー

a，

　　　　　　　　　d

図7－4③色相環上で三角形を作る
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ρ
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02468101214－一一C－一一一一→レ
図8－2表6－1CO　a，b等色相面上位置
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図8－3表6－1②　a，b等色相面上位置

0　2468101214●一一一一一一一C－一一
図8－4　表6－1③a，b等色相面上位置
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表6－2反対色相①一a

等色相面上位置

表6－2反対色相①一b

等色相面上位置
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表6－3－2一③a－1，b－1

等色相面上位置
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　　　　　　　　　　10B

　　　　　一つ③一a－1、b－1

　　　　　－　一一つ③一a－2、b－2

図9－9表6－3－2③　a　－1，b－1，③a・－2，

　　　b－2の色相環上位置

た色の等色相面上の位置，色相環上の位置も示してある。（図8－1，1一①②

③④色相環上位置・図8－2～図8－5は等色相面上の各サソプルの位置）（図

9－1～図9－9）は2の色相差を使った多色配色に用いた色サソプルの位置を示

すものである。

　参考資料

　〈色彩とは何か〉

　「色彩は光により知覚される。」光が物に当たり，反射するこの光が色彩
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表6－11．　同一色相多色配色調和考察

① 7。5R ② 7．5GY ③ 7．5B ④ 7．5P

a b a b a b a b

V C V C V C V C V C V C V C V C

V 8 8 9 8 8 7 9 8

／
C 6 2 5 4 7 2 －6 8 6 2 4 6 7 2 5 4

4 2 5 5 4 2 ，4 4

a一低彩度である a一 @のaと同じ a一低彩度。 にぶ a一低彩度、 渋い

が、 明度を高く し やわらかみがある。 く、 暗い。 （灰色の強い）、地味

配 たため、 やわらか 地味。 b㌣低明度。 カッ b－aに比べると

色 い明るさのある調 b 一高彩度。 チリとした、確か 地味な中にもやわ
和。 やや高明度である さがある。 らぎがある。

印
b一中彩度であり、 ため活発で自然。

象 明度差の上下を広

げたことで暖みが

渋さに加わった。

調 a、 b共に暖色系 a、 b共に中性感 a、
b 一寒色系の a、 b共に中性で

和 の落ち着いた調和 のさわやかな調和 暗く 沈んだ調和。 落ち着いた調和。
・状 となった。
態

派手ではないが、 aは中高年向きの 日常、 Bを中心と a・b一中、高年
服 使い易い配色。 地味な配色。 ．bは した配色はよく使 に好まれるが、 単

飾 アクセント・カラー 若年向けと、彩度、 われるが、 アクセ に地味でくすんだ

a十2Y 7．5／12 明度によ り 異なる。 ントカラーを加え 色あいになり、 識

へ （うこん色） アクセント・カラー るだけで表情の変 別が困難な配色で

の b十7GY 7，5／4．5 a十4R 4／7 化する、 使用し易 あるともいえる。

（若葉色） （すおう） い配色。 アクセント・カラー
応 aは鮮かさが、 b十5Y 8／12 アクセント・カラー a十1R 6／6．5

用
b は渋味が （レモン色） a十10RP 3／9 （オールドローズ）

加わる。 a． 渋味＋華やかさ （ワインレッド） b十2．5R 2，5／3

b
． 明快性が増ず b十1R 4／14 （ボルドウ）

（ストロベリー） a．安定した華か

a．ポイントがで さが加わる

き、強く、引きしまる b．b．強さが増し、

b．若さ鮮かさが増す。 あいまいさが滅る
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表6－22．色相差を使った多色配色調和考察

①反対　色相

i
②
反
対
色
相
：

色数
a．　2：1 b．3：1 a．　3：2 b．4：2

2．5PB　3／6 7．5RP　6／6 5PB　6／8 5Y　8／12

（暗い青紫） （うす赤紫） （うす青紫）5G6／10 黄（ややうすいたんぽ絶）

使
　
用
　
色
　
相

　　　2。5Y　8／12

@　　（黄）
@　　（クローム仁ロー）2．5P7／4

i明るい灰紫）

7．5R　6／875BG
iうす赤）　　4／8

C．5YR（ふ謝

iう撫）（ピ認）

　　　　　（緑）5P　8／8

iう・す紫）5B　4／6

@　　　（にぶ青）

t撫1（あ調

5GY　2／75P4／10
i翻騰か）　　　　　（モープ）

5G　4／4

（にぶ緑）（深緑）

高明度のYを低明 対立色相R、BGを ’重量感のあるG、B 対立色相P、Yを

配
度のPB、低彩度の 高明度でまとめた、 を高明度、中彩度 低明度、中彩度の

Pが、落ち着かせ RP、　YRがやわら にまとめた3色を GY、　BG、　Gが落
色 ている。 げる。 バックとして、現 ち着かせる。

印 自然で明快 強いコントラスト 実から離れた配色 落ち着きの中に、明

が安定感となる。 となり、あかぬけ らかな対立も残さ
象

ている。 れている。

調
明るく、鮮やか 強いコントラスト やや高明度に近い 1－bと同様、多

だが落ち着きのあ があるが、安定感 P、PB、　RPが 色にも抱わらず明
和 る調和。 のある、調和。 G、Bを背景に 度をまとめること

状
軽快な調和。 により、自然な調

和となる。

能
’』b

プリントに使われ プリントに使用さ 服飾において、余 2－aと同様の事
る。主調色はYと れる。スポーティ り多色の配色がな が言える。

服 なり、明かるい配 一。主調色はRと されることは、プ 鮮やかさの中に、

飾 色となる。 なる。若々しい派 リント生地等の他 落ち着きを持つ配

へ
カジュアルな衣服 手な調和となる。 余り見られないが、 色として、調和さ

の
に使われる。 マフラーなどアク せて行く。

応
セサリーとして、

ｲ和をもたらしや
用

すい。
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表6－3　2．　色相差を使った多色配色調釈考察

③色相環上で三角形を作る配色

a．等間隔三色相 b．等間隔三色相＋1色相

a－1 a－2 b－1 b－2

使
　
用
　
色
　
相

5R4／12（赤）

V．5GY　6／10

iさえた黄緑）

P0B　7／10

iあざやかな青）

2．5Y　8／10

iあざやかな黄）

iクロームイエロー）

V．5BG　8／3

iごくうすい青緑）

V．5P　6／6

iうす紫Xオーキッド）

a－1
@十
TBG　7／8

?ｴやかな青緑

a－2
@十
P0B　6／10

ｳえた青

配
　
色
　
印
　
象

安定した力強さ。

vｾ度、高彩度と

ｯじ調子で配色し

ｽので、特別、訴

ｦるものは少ない。

ｾ快

安定した配色を各

F相の彩度差、明

x差にもたせた。

S体に中性からや

笳竓ｴ。

a－1に、GY、　B

�ﾂなぐBGを配
u。アンバランス

ﾅあるが面自い。

a－2に、Bを加
ｦ、清涼感が増し

ｽ。Yは浮き上が
閭Aクセントとな

驕B

調
　
和
　
状
　
態

安定感のある、強

｢バランスのとれ

ｽ調和。

e色相の明度、彩

xを変化させる事

ﾅ調和のある配色

ｪ求められる。

おとなしい調和と

ﾈる。

F相の持つ感情効、

ﾊが大きく作用し

ｽ、調和としては

ｸやかである。

b－1、b－2
ﾀ定しすぎた調和を、1色加える事に

謔閨Aアンバランスな色相配置を作り

oし、アクセントとなる色相を強調す

骼魔ﾌ可能な調和である。

服
飾
へ
の
応
用

同一色相の配色と共に、服飾においては、最も使用範囲が広く、安定した良い

ｲ和の得られる配色である。彩度を低くすると地味、彩度を高くすると派手、

ｾ度を高くすると軽やか、低くすると重味のある、等の配色が求められる。

bﾉおける、アクセントカラーを浮き上がらせての調和も、服飾における配色

ｲ和において大切なことである。
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である。光のない所に色彩は存在しないし，色彩の判別は不可能である。色

彩となり，見える光に，太陽，電球，蛍光灯，炎など，みつから色のついた

光を出すもの（光源色），色ガラスなどを透過した光の色（透過色），みつ

からは発光しない物に当たった光の反射の色（表面色）がある。私達のいう

色（色彩）は表面色をさす場合が最も多く，服飾における色彩調和に用いた

色もこの表面色が使われた。物体に当たる光は，太陽光線に代表される自然

光，電灯，蛍光灯などの人工光線があるが，正しく色彩を判別する場合にお

いては，自然光（＝白色光）の下で判別なされなければならない。物に当た

る光線により色が左右されないためにである。身近な例として，八百屋のみ

かんやりんごにあてられた，裸電球がある。店先で見たみかんは赤味の強い

美味しそうな，澄色に見えたのだが，家に帰り蛍光灯の下で見ると緑味の強

い，まずそうなみかんに変身することがある，これは電球にある赤味の光と

蛍光灯にある青味の光の効果なのである。

　医学的に色の見え方はといえば，光は人間の視器官の中の網膜上の明かる

さに感応する桿体と色彩に感応する錐体と刺激し視覚を生じさせる。

　光は刺激を与える力，放射エネルギーを持つ，この放射エネルギーは物理

的な性質の電磁波で，波長の極めて短い宇宙線から電波までを含んでいる。

そのうちで400　nmから700　nmの波長を持つのが光である。（nm＝ナノメ

ーター・0．000001mm）太陽光線をプリズムで分解すると長波長の赤から短

波長の紫迄，赤，澄，黄，緑，青，紫の光の帯があらわれる。これが可視光

線（可視スペクトル）である。太陽光線は分光しない限り，この様な色を含

んでいるとは思えないが波長ごとに，赤，黄，青などの色光を有し，反射，

吸収，偏光する性質を持つ。すぺての物体の色が見えるのは，この反射，吸

収の作用の結果なのである。ここに，黄色いレモソがある，これに光（白色

光）を当てると，光の中から黄色にあたる光を主に反射し，赤，緑，青など

は吸収する事で，視感覚に黄色であると認識させるのである。しかし，黄色

に見えていても，同時に他の色もごく少量ではあるが，反射して居り，黄色

の色味を複雑によりレモソらしく見える働きの助けをしている。物体は，可
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（1の一般色名（明度の高いものから）

1一①一a：ごくうすい赤

　　　　・明るい灰赤

　　　　・灰赤

　　一b・ごくうすい赤

　　　　・灰赤

　　　　・暗い赤

1一②一a・ごくうすい黄緑

　　　　・ごくうすい黄緑

　　　　・暗い灰黄緑

　　一b・黄緑

　　　　・ふかい黄緑

　　　　・5、かい黄緑

表7

1一③一a・ごくうすい青

　　　　・明るい灰青

　　　　・灰青

　　一b・うす青

　　　　・にぶ青

　　　　・暗い青

1一④一a・ごくうすい紫

　　　　・明るい灰紫

　　　、・恢紫

　　一b・ごくうすい紫

　　　　・灰紫

　　　　・灰紫

視スペクトルで見える純粋な色，彩度100％の色はなく，他の異なる波長の

色光をも反射しているのである。可視スペクトルと色の関係は，赤一700～

610nm，燈一610～590　nm，黄一590～570　nm，緑一570～500　nm，青一500

～450nm，紫一450～400　nmである。

　色彩は当たる光源が，大きい程，鮮かに，知覚される。反射，吸収の差により

色彩の差が生じ，他の色との区別が行われる。色彩が光により存在するもの

であるがゆえに，光の種類の変化により，色彩の見え方も変化するものである。
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